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平成 29（2017）定置年度（2017年 10月～2018年 9月） 

三重県ブリ定置漁獲統計の概要 

 

平成29(2017)定置年度の総漁獲量は5,852トンで前年度の

74.5％、過去10年平均の95.3％であった。魚種別ではブリ（6kg

以上の銘柄）が2,343トンで全魚種の40.0％を占めた。次いでワ

ラサ（2～6kgの銘柄）935トン，サバが737トン，マアジ376

トン，カタクチイワシ266トンの漁獲があり，上位5種で全体の

約8割を占めた。 

漁獲量 10トン以上の魚種の中で前年度と比較して漁獲が増加

したのは，スルメイカ（前年度比 1.9倍），マルソウダ（同1.8

倍），ムツ（同1.8倍），サワラ（同1.7倍），カンパチ（同1.3

倍），イシダイ（同1.1倍），マダイ（同1.1倍）等であった。 

逆に減少した魚種は，マルアジ（前年度比12％），シイラ（同

27％），ヒラソウダ（同30％），イナダ（0.5～2kgの銘柄）（同

39％），ヒラマサ（同40％），アオリイカ（同41％），ウルメイワ

シ（同45％），ワラサ（2～6kgの銘柄）（同49％），カワハギ

（同50％），マアジ（同62％），カマス類（同62％），イサキ

（同65％），ヒラメ（同67％），メジナ（同77％）等であった。 

・県内の大型定置網漁場のうち、主要15漁場を対象に平成28定置年度（平成29（2017）

年10月～平成30（2018）年9月）の魚種別漁獲量を調査した。 

・総漁獲量は、5,852トンで、前年度の74.5％、過去10年平均の95.3％であった。 

・魚種別では、ブリ（6kg 以上）が 2,343 トンで最も多く、次いでワラサ（2～6kg）が

935トン、サバが737トン、マアジが376トン、カタクチイワシが266トンであった。 

・ブリの漁獲尾数は338,464尾（前年度の101％）、ワラサの漁獲尾数は178,202尾（前

年度の47.5％）で、過去50年でブリは2番目、ワラサは4番目の漁獲尾数であった。 
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